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し
か
し
、
教
師
に
な
る
と
い
う
夢
が
あ
っ
た
た
め
、
第

二
の
人
生
と
し
て
，
高
専
の
教
師
に
な
っ
た
そ
う
だ
。 

・
研
究
内
容 

 

當
摩
先
生
が
研
究
し
て
い
る
分
野
は
、
日
本
で
は
品
質

工
学
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
発
祥
は
欧
米
で
、
田

口
玄
一
博
士
が
ま
と
め
た
こ
と
か
ら
、
タ
グ
チ
メ
ソ
ッ

ド
と
も
呼
ば
れ
る
。
先
生
は
主
に
、
も
の
づ
く
り
の
中

で
品
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
手
法
に
つ
い
て
、
研
究

を
行
っ
て
い
る
．
品
質
工
学
は
技
術
者
と
し
て
の
仕
事

の
考
え
方
で
あ
る
た
め
、
将
来
技
術
者
に
な
る
こ
と
を

目
指
す
高
専
生
に
と
っ
て
、
重
要
な
分
野
で
あ
る
。 

・
趣
味 

先
生
に
は
、
と
て
も
素
敵
な
趣
味
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
だ
そ
う
だ
。 

そ
れ
も
、
た
だ
演
奏
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
弾
き
語
り

を
さ
れ
る
と
い
う
。 

・
お
す
す
め
の
書
籍 

先
生
が
お
薦
め
す
る
書
籍
は
技
術
士
の
受
験
対
策
本

だ
。
技
術
士
は
科
学
技
術
分
野
で
日
本
最
高
位
の
国
家

資
格
で
、
先
生
は
機
械
部
門
を
取
得
し
て
い
る
。
技
術

士
は
二
次
試
験
ま
で
あ
り
、
一
次
試
験
は
高
専
生
で
も

受
験
可
能
だ
。
先
生
は
「
技
術
士
は
ど
こ
で
も
通
用
す

る
資
格
な
の
で
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
欲
し
い
」
と
、
こ
の

本
を
薦
め
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
井
内
、
及
川
、
青
木
） 

 

今
年
度
は
苫
小
牧
高
専
に
三
名
の
教
員
が

赴
任
し
た
。
都
市
・
環
境
系
に
谷
口
陽
子
先

生
、
機
械
系
に
當
摩
栄
路
先
生
、
土
谷
圭
央

先
生
で
あ
る
。
新
聞
局
で
新
任
の
先
生
方
に

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
内
容
と
趣
味
、
学
生
に
お

す
す
め
す
る
こ
と
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。 

 

谷
口 

陽
子
先
生 

・
研
究
内
容 

水
文
学
が
専
門
で
、
現
在
は
将
来
気
候(2

1

世
紀

末)

で
水
資
源
が
ど
の
く
ら
い
減
り
、
そ
の
事
に

対
し
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
べ
き
か
と
い
う

研
究
を
し
て
い
る
。 

・
趣
味 

ダ
ム
カ
ー
ド
や
道
の
駅
プ
レ
ー
ト
を
集
め
る
こ

と
、
寝
る
こ
と
食
べ
る
こ
と
。 

・
お
す
す
め
の
文
具 

や
る
こ
と
リ
ス
ト(to

 d
o

リ
ス
ト) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
草
島
、
島
本
、
松
川
） 

 

當
摩 

栄
路
先
生 

 

・
自
己
紹
介 

 

苫
小
牧
出
身
で
苫
小
牧
高
専
の
赴
任
前
は
，
山
形

県
の
鶴
岡
高
専
に
勤
務
し
て
い
た
。 

 

さ
ら
に
そ
の
前
は
、
車
の
部
品(

ク
ラ
ッ
チ
デ
ィ

ス
ク)

を
製
造
す
る
会
社(

苫
小
牧
の
ダ
イ
ナ
ッ
ク

ス)

で
三
〇
年
間
勤
務
し
て
い
た
。 

土
谷 

圭
央
先
生 

・
研
究
内
容 

主
に
福
祉
、
介
護
士
関
連 

  
   

動
作
中
の
腰
へ
の
負
担
研
究 

  
  

  
 

立
ち
座
り
の
補
助
支
援
機
器
の
製
作 

  
  

  
 

物
理
モ
デ
ル
を
使
っ
た
実
験 

  
  

 

研
究
軸 

  
  

  
 

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
応
用 

  
  

  
 

セ
ン
シ
ン
グ
の
技
術 

今
の
研
究
の
き
っ
か
け 

旭
川
高
専
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
方
面
に
行
く
た
め
北

大
に
編
入
す
る
。
現
代
の
日
本
は
高
齢
化
社
会
で

腰
痛
の
確
率
が
７
割
で
あ
る
。
寝
た
き
り
を
な
く

す
た
め
に
立
ち
座
り
可
能
に
す
る
ア️
シ
ス
ト
に

支
援
機
器
製
作
に
携
わ
る
。 

・
趣
味 

  
 

漫
画
（
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン
ル
）
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ 

自
転
車
（
日
常
生
活
の
延
長
線
上
） 

・
お
す
す
め
の
文
具 

  
 

ツ
バ
メ
中
性
紙
フ
ル
ー
ス
（
ノ
ー
ト
）（
方
眼
、

A
4

サ
イ
ズ
で
あ
り
リ
ン
グ
じ
ゃ
な
い
た
め
。
研

究
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
。
学
生
に
も
使
わ
せ
て

い
る
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
飯
塚
、
宮
崎
） 

 

 



都
市
・ 

環
境
系 

河
川
防
災
研
究
室 

河
川
領
域
を
対
象
と
し
た
降
水
か
ら
流
出
ま
で
の
水
の
循

環
を
扱
う
。 

水
文
学
を
勉
強
し
、
河
川
を
軸
と
し
た
広
い
意
味
で
の
災

害
を
軽
減
す
る
た
め
の
研
究
を
行
う
。 

洪
水
危
険
度
の
経
年
変
化
に
関
す
る
研
究 

昨
年
北
海
道
地

方
は
大
き
な
台
風
に
見
舞
わ
れ
、
洪
水
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な

ど
の
河
川
災
害
が
発
生
し
た
。 

水
害
の
原
因
は
も
ち
ろ
ん
水
害
だ
が
、
温
暖
化
の
影
響
を

受
け
、
北
海
道
地
方
の
雨
の
降
り
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
？
と
指
摘
さ
れ
た
。 

 
 

 

そ
こ
で
、
気
象
庁
で
公
開
さ
れ
て
い
る
降
水
デ
ー
タ
を
収

集
し
、
北
海
道
内
の
過
去
数
十
年
の
降
水
特
性
の
変
化
を
こ

れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
る
研
究
と
は
別
の
観
点
で
観
て
い

く
。
（
斎
藤
） 

  

応
用
化
学
生
物
系 

バ
イ
オ
・ 

食
品
研
究
室 

 

非
ウ
イ
ル
ス
性
ベ
ク
タ
ー
を
用
い
た
遺
伝
子
治
療 

 

遺
伝
子
治
療
で
は
核
酸
伝
達
物
質
が
必
須
で
あ
り
、
核
酸
伝

達
物
質
と
し
て
ウ
イ
ル
ス
性
ベ
ク
タ
ー
が
広
く
研
究
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
ガ
ン
化
な
ど
の
危
険
性
も
あ
り
、
非
ウ
イ
ル

ス
性
ベ
ク
タ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
カ
チ
オ

ン
性
ベ
ク
タ
ー
と
し
て
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
イ
ミ
ン
に
着
目
し
、

D
N

A

と
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
イ
ミ
ン
の
相
互
作
用
等
に
つ
い
て

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
（
大
西
） 

 

  

2 

機
械
系 

加
工
研
究
室 

現
在
，
加
工
研
究
室
で
は
大
き
く
分
け
る
と 

①
加
工
時
に
使
用
す
る
工
具
や
被
削
材
が
ど
の
よ
う
な
条
件
の
と
き
に
最
も
効
率
よ
く

使
用
で
き
る
か 

②
現
在
使
用
し
て
い
る
加
工
機
の
新
た
な
用
途
の
解
明 

③
扱
い
が
困
難
な
加
工
機
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成 

の
三
点
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
． 

 

①
は
旋
盤
で
使
用
す
る
超
硬
工
具
や
被
削
材
と
な
る
ス
テ
ン
レ
ス
に
プ
ラ
ズ
マ
を
放
射
し

た
際
に
切
削
加
工
に
与
え
る
影
響
を
研
究
し
て
い
ま
す
． 

②
は
研
究
室
に
あ
る
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
は
材
料
の
切
断
に
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
，
材
料
同
士
の
接
合
も
可
能
な
の
で
は
と
考
え
，
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
． 

③
は
工
場
に
あ
る
５
軸
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
で
材
料
を
加
工
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
す
る
こ
と
で
初
心
者
で
も
扱
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
．
（
伊
南
） 

 
 

 
 

 各系から研究室を一つピックアップして取材した。系の中でも数ある研究室から、新聞局員

の多数決で一つに絞った。一年生が系を決める参考としてもちろんのこと、他の学年も他の系

がどのような研究を行っているか知る機会が少ないと思う。ほかの分野を知るきっかけになれ

ば幸いです。 

旋盤 

レーザー加工機 
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電
気
電
子
系 

～
下
水
道
調
査
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
開
発
～ 

 

総
延
長
約1

5
0

0

ｋ
ｍ
あ
る
苫
小
牧
の
下
水
道
管
の
管
理
、
修
理
に
役
立
つ
ロ
ボ

ッ
ト
を
開
発
し
て
い
る
の
が
奈
須
野
裕
先
生
の
下
で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
で
あ

る
。 従

来
の
下
水
道
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
一
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
調
査
、
修
理
の
両
方

を
行
っ
て
い
た
。
一
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
長
距
離
を
走
り
調
査
を
す
る
こ
と
で
多
く

の
労
力
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ロ
ボ
ッ
ト
に
か
か
る
費
用
も
非
常
に
高
く
、
効
率
の

悪
い
調
査
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
、
簡
易
的
に
調
査
の
み

を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
と
修
理
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
役
割
を
分
割
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
調
査
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
は
苫
小
牧
市
と
協
力
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。 

ま
ず
、
開
発
さ
れ
て
い
る
簡
易
調
査
ロ
ボ
ッ
ト
を
下
水
道
管
の
中
に
走
ら
せ
、

赤
外
線
の
魚
眼
カ
メ
ラ
で
内
部
の
傷
ん
で
き
た
部
分
を
見
つ
け
る
。
そ
し
て
、
そ

の
傷
ん
だ
部
分
を
特
定
し
て
か
ら
高
性
能
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
調
査
す
る
。
こ
の
よ
う

に
作
業
を
段
階
化
す
る
こ
と
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
負
担
を
少
な
く
し
て
、
よ
り
多
く
の

距
離
の
調
査
が
で
き
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。 

今
年
は
下
水
道
管
を
映
す
方
向 

を
左
右
の
幅
広
い
範
囲
で
見
え
る 

よ
う
に
し
て
、
カ
メ
ラ
を
赤
外
線 

カ
メ
ラ
か
ら
カ
ラ
ー
カ
メ
ラ
に
替 

え
て
色
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
こ 

と
を
課
題
と
し
て
現
在
改
良
中
で 

あ
る
。（
安
沢
） 

 

情
報
系 

 

情
報
科
教
員
の
原
田
先
生
は
三
年
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

Ⅱ

な
ど
を
担
当
し
て
い
る
先
生
で
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
研
究
を
行
っ
て
い
る
先
生
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
は
人
工
知
能
の
一
種
で
あ
り
、
画
像
認
識
能
力
に
優
れ

て
い
る
。
今
年
の
卒
業
研
究
で
は
「
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
を
特

定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」、
「
水
泳
の
動
画
の
解
析
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
」
を
行
っ
て
い
る
。 

音
楽
に
よ
っ
て
お
こ
る
波
形
は
そ
の
曲
の
ジ
ャ
ン
ル
に
よ

っ
て
異
な
る
。
そ
の
波
形
を
リ
ー
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
て
解
析

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ン
ル
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 こ

れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
人
が
判
別
し
て
い
た
「
曲
の
ジ

ャ
ン
ル
」
と
い
う
も
の
を
こ
れ
か
ら
は
機
械
が
判
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

水
泳
の
動
画
の
認
識
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
流
体
の
認
識

や
水
し
ぶ
き
に
よ
っ
て
人
間
の
認
識
が
極
め
て
難
し
い
こ
と

が
分
か
っ
て
い
て
、
色
の
認
識
に
よ
っ
て
選
手
の
位
置
が
分

か
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
リ
ー
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。 

も
し
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
動
画
か
ら
選
手
の
姿
勢
な
ど
を
よ

り
詳
し
く
解
析
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
指
導
に

大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
容
易
に
予
想
で
き
る
。
（
岩
間
） 

   



 

  

局
員
紹
介 

 

局
長 

Ａ
４ 

加
藤 

桃
子 

 

局
員 

Ｍ
５ 

伊
南 

拓
飛 

 
 

２-

２ 

草
島 

広
佳 

Ｓ
５ 

前
田 

豪
太 

 
 

２-

３ 

斎
藤 

珠
奈 

Ｍ
４ 

井
内 

智 
 
 
 

２-

４ 

宮
崎 

洋
輔 

 
 
 

 

Ｓ
４ 

上
村 

遥
華 

 
 

２-

５ 

青
木 

サ
ク
ラ 

Ｊ
４ 

佐
藤 

天
治 

 
 
 

１-

１ 

神
保 

涼
介 

３-

２ 

斎
藤 

嘉
仁 

 
 

１-

２ 

島
本 

卓
真 

３-

３ 

大
西 

漠 
 
 

 

１-

３ 

飯
塚 

遥
稀 

 
 
 

 

３-

４ 

安
沢 

友
花 

 
 

１-

４ 

及
川 

瑠
菜 

 
 
 

 

３-

５ 

岩
間 

奨 
 
 
 
 
 
 

１-

５ 

松
川 

に
こ 

 
 
 

 

２-

１ 

菊
池 

智
瑛 

 
 
 

顧
問 

赤
塚 

元
軌
先
生 

 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 

編
集
後
記 

 

今
年
度
も
凍
天
を
発
行
す
る
に
至
り
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
こ
の
場
を

借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
た
だ
発
行
が
定

期
試
験
直
前
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
回

の
に
し
き
丘
は
日
程
に
余
裕
を
も
っ
て
作
成
出

来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の
方
が
読
者
数
も
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
新
聞
局
の
発
行
す
る
新
聞
を
読
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 
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錦岡駅→苫小牧駅→札幌駅方面

到着 発車
12:07 → → 12:51 到着 発車

12:28 12:55 13:02 13:15 13:20 13:43 13:52 14:03 14:17 14:32 小樽 15:26
12:34 → 13:15 13:27 岩見沢 13:53 → → → 14:32 14:41

13:53 札幌 14:03 14:28 14:37 14:48 15:05 15:19 小樽 16:24
14:03 小樽 14:41 15:03 → → 15:24 15:34

13:23 → 14:04 14:17 14:29 14:50 15:13 15:22 15:33 15:47 16:01 手稲 16:20
13:46 14:13 15:14 → → → 15:55 16:04

13:40 → → 14:24 15:48 16:12 16:21 16:33 16:50 17:04 ほしみ 17:38
14:13 14:40 14:50 手稲 16:27 16:40 16:45 17:14 17:22 17:33 17:51 18:14 手稲 18:33

14:14 → 14:55 15:14 札幌 16:52 → → → 17:32 17:41
14:31 → 15:15 17:19 17:41 → → 18:01 18:11

14:56 15:23 17:33 17:57 18:07 18:18 18:36 18:50 ほしみ 19:20
15:09 → 15:50 15:55 追分 17:55 → → → 18:32 18:41

15:48 16:15 17:56 18:09 18:16 18:41 18:51 19:03 19:17 19:32 手稲 20:02
15:40 → 16:21 19:04 19:26 → → 19:46 19:55

15:43 → 16:27 19:06 19:21 19:31 19:55 20:04 20:15 20:32 20:46 手稲 21:14
16:20 → 16:22 16:40 19:43 → → → 20:24 20:33

16:27 16:54 20:46 → → → 21:26 21:35
正門出て右へ曲がり直進、徒歩5分 16:14 → 16:55 20:27 20:39 20:51 21:14 21:23 21:34 21:48 22:04
学生臨時：駐輪場出てすぐ、徒歩1分 16:28 → 17:12 17:19 札幌 21:17 22:01 22:21 22:33 22:54 23:09
駐輪場出て左へ曲がり直進、その後 17:01 17:28 17:33 ほしみ 21:46 → → → 22:24 22:33
ファミリーマートを左折、徒歩15分 16:54 → 17:35 22:22 22:46 22:55 23:05 23:15 23:28
駐輪場出て左へ曲がり直進、その後 17:03 → → 17:47 23:02 23:15
セブンイレブンを左折、徒歩20分 17:34 18:01 S=スーパー、斜線時刻は特急列車です。乗車券の他特急券が必要となります。

17:29 → 18:10 錦岡駅21:29発を除き苫小牧駅で乗り換えです。
運賃 18:06 18:33 上記の他、南千歳-札幌・小樽駅間に快速エアポート、千歳駅発札幌方面行き普通列車があります。
340 18:14 → 18:55

340 18:21 → → 19:05 工業高専前→錦岡駅→東室蘭方面

350 18:38 19:05
350 到着 発車 到着 発車

12:07 12:15 13:39 13:52 14:15 14:36 14:59 15:12
19:12 → 19:53 14:31 14:39 15:02 15:14 15:37 15:56 16:28 16:40

錦岡駅からの料金 苫小牧駅からの料金 19:18 → → 19:58 16:28 16:36 16:42 16:53 17:15 17:33 17:38 17:49
下車駅乗車券特急券 下車駅乗車券特急券 19:46 20:11 17:03 17:11 17:52 18:04 18:25 18:45 19:21 19:34
苫小牧 220 - 南千歳 540 620 20:15 → 20:17 20:35 18:21 18:29 18:46 18:58 19:27 20:00
南千歳 740 620 千歳 640 620 20:21 20:46 19:18 19:26 20:02 20:13 20:34 20:53 21:24 21:37
千歳 740 620 恵庭 740 - 20:14 → 20:50 22:07 22:19 22:43 23:03 23:34 23:46
恵庭 930 - 北広島 930 - 20:52 21:17 錦岡18:46発を除き東室蘭駅で乗り換えです。
北広島 1070 - 新札幌 1270 1130 高専→錦岡駅の道南バス運賃は190円です。
新札幌 1450 1130 白石 1270 - 21:40 22:05 22:22 札幌
白石 1450 - 札幌 1450 1130 学生臨時便の到着は目安です。

札幌 1640 1130 追分 740 - 系統番号は背景色別に分けております。 錦岡駅→苫小牧駅→追分駅方面

白老 260 - 岩見沢 1450 -

登別 640 - 鵡川 640 - 到着 発車 到着 発車

東室蘭 930 - 静内 1840 - 錦岡駅→苫小牧駅→静内方面 13:02 13:15 13:27 14:04 14:05 14:50

室蘭 1070 - 様似 3670 - 15:55 16:33

追分 930 - 到着 発車 到着 発車 16:27 16:40 17:09 17:47 17:47 18:50
岩見沢 1640 - 14:17 14:29 14:32 15:01 15:11 17:02 19:06 19:21 19:47 20:23 20:25 21:11

鵡川 840 - 16:27 16:40 16:56 17:25 17:35 19:23 21:17 21:29 21:32 22:08 22:09 22:54
静内 2160 - 17:56 18:09 19:07 19:36 19:46 21:34 全列車苫小牧駅で乗り換えです。
様似 3990 - 21:17 21:29 21:36 22:05
特急券は苫小牧駅からの値段です。 全列車苫小牧駅で乗り換えです。

鵡川-静内はバス代行しています。 製作　苫小牧高専　鉄道研究同好会

11番 苫小牧駅前
19:31

03番 駅北口

-

苫小牧高専　下校用時刻表(平日)

高専付近バス停→苫小牧駅→JR接続

札幌
岩見
沢

20:46
20:51

札幌
札幌

21:32
21:36
21:37

岩見沢

鵡川
札幌

錦岡
駅発

苫小牧駅 鵡川駅 静内
駅着

学生臨時 駅北口
19:11 19:38

19:43
19:47

13:34

道南バス接続

11番：

17:55 札幌
03番：

18:16 手稲

鵡川
札幌

15:48 ほしみ

16:45
16:52
16:56

手稲
札幌
鵡川

17:09 岩見沢

手稲
17番 苫小牧駅前

色 系統番号 下車バス停 19:04
19:07

札幌
鵡川

追分終点

工業
高専
発

高専
通発

スケセン

北発

苫小牧駅

14:32
14:41

17番：
学生臨時：

19:46　→　19:48

-

錦岡
駅発

苫小牧駅 追分駅 岩見沢

駅着

道南バス接続

S北斗15号

S北斗9号

行先

高専から最寄りのバス停位置
13:20 小樽

13:07

札幌終点
苫小牧終点・各方面接続無し

工業
高専発

錦岡駅 白老
駅着

登別
駅着

東室蘭駅 室蘭
駅着

S北斗19号 札幌終点
札幌終点

21:29　→　21:37 札幌終点
S北斗21号 札幌終点

札幌終点

すずらん11号 札幌終点

S北斗17号 札幌終点

道南バス接続

S北斗13号 札幌終点
すずらん9号 札幌終点
道南バス接続

札幌終点
道南バス接続

すずらん7号 札幌終点

S北斗11号 札幌終点

錦岡
駅発

苫小牧駅 千歳
駅発

恵庭
駅発

北広島
駅着

新札幌

駅発

札幌
駅着

終着駅


